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後期高齢者医療制度をすぐ廃止し、真に安心できる医療制度のために国庫負担を大 

幅に増やすことを求める意見書 

 

標記について、会議規則第１４条の規定に基づき提出する。 
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後期高齢者医療制度をすぐ廃止し、真に安心できる医療制度のために国庫負担を大 

幅に増やすことを求める意見書 

 

厚生労働省は、後期高齢者医療制度に代わる「新制度」の最終案を示している。「新制

度」によれば、第１段階では、７５歳以上の高齢者のうち会社などで働く高齢者や、会社

員などの扶養家族になっているものを除いて、高齢者は基本的に国民健康保険に加入する

ことにしようとしている。 

しかし、７５歳以上の高齢者の医療費は、現在の後期高齢者医療制度と同じように「別

勘定」とし、都道府県単位で財政運営し、７５歳以上の医療給付費の１割負担を７５歳以

上の保険料で負担する仕組みを温存している。 

「新制度」第２段階では、７５歳未満の市町村国保を都道府県単位の財政運営をしよう

としており、国保制度の全面的な見直しにふみこもうとしている。 

これらの仕組みは、民主党が総選挙でかかげた「後期高齢者医療制度廃止」に反し、高

齢者にさらなる負担増を強いる医療制度改悪に踏み込んでいると言わねばならない。 

よって、国におかれては、後期高齢者医療制度をすみやかに廃止し、高齢者を別勘定に

しない老人保険制度に戻すとともに、国保制度における国庫負担を拡大し、真に安心した

医療制度確立を強く求める。 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 

平成２２年１２月２２日 

高 山 市 議 会 


